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第
12
施
設
群
整
備
隊(

隊
長
・
第
12
施
設
群
長 

末

継
１
佐)

は
、
令
和
元
年
５
月
８
日(

水)

か
ら
16
日(

木)

の
間
、
平
成
31
年
度
春
季
北
海
道
大
演
習
場
島
松
地

区
定
期
整
備
を
実
施
し
た
。
本
整
備
作
業
を
行
っ
た

北
海
道
大
演
習
場
は
、
主
要
な
自
衛
隊
の
道
場
の
１

つ
で
あ
り
全
国
の
部
隊
が
使
用
す
る
と
と
も
に
、
米
軍

と
の
協
同
訓
練
の
場
と
し
て
も
使
用
さ
れ
る
道
内
で

最
も
使
用
頻
度
の
高
い
演
習
場
の
１
つ
で
あ
る
。 

 

８
日(

水)

、
旭
ヶ
丘
宿
営
地
に
お
い
て
編
成
完
結
式

が
行
わ
れ
た
。
整
備
隊
長
は
訓
示
で
『
使
用
目
的
を

理
解
し
た
整
備
の
実
施
』
『
品
質
管
理
の
徹
底
』『
安
全

管
理
及
び
健
康
管
理
』
の
３
点
を
要
望
し
、
「
各
人
は

そ
れ
ぞ
れ
の
任
務
を
自
覚
し
、
整
備
間
に
お
け
る
目

標
を
確
立
し
て
、
そ
れ
ら
を
着
実
に
実
行
し
て
自
ら

施
設
技
術
能
力
の
向
上
に
努
め
よ
。
」
と
述
べ
た
。
整

備
隊
は
施
設
科
と
し
て
の
誇
り
を
胸
に
訓
練
部
隊
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
、
か
つ
長
期
安
定
使
用
に
寄
与
す
る
た

め
、
一
丸
と
な
り
着
実
な
整
備
を
実
施
し
た
。
こ
の
間
、

９
日(

木)

第
３
施
設
団
整
備
隊
長(

遠
藤
将
補)

、
11
日

(
土)
副
整
備
隊
長(

鮫
島
１
佐)

、
13
日(

月)

北
部
方
面

総
監(
田
浦
陸
将)

に
よ
る
現
地
指
導
を
受
け
整
備
隊

の
技
術
力
の
高
さ
、
士
気
旺
盛
に
し
て
任
務
完
遂
へ
向

け
整
備
作
業
を
実
施
し
て
い
る
姿
を
確
認
し
て
頂
い

た
。
ま
た
、
本
定
期
整
備
よ
り
各
中
隊
か
ら
の
選
抜

さ
れ
た
人
員
を
以
て
施
設
技
術
指
導
班
を
編
成
、
場

内
の
整
備
を
担
任
し
て
い
る
方
面
直
轄
部
隊
等
に
対

し
積
極
的
な
施
設
的
見
地
か
ら
の
助
言
、
献
身
的
な

技
術
指
導
及
び
必
要
な
機
力
の
調
整
を
綿
密
に
実
施

し
、
演
習
場
の
機
能
維
持
・
向
上
及
び
方
面
直
轄
部

隊
等
の
施
設
技
術
の
向
上
に
寄
与
し
た
。
整
備
作
業

の
他
に
も
各
中
隊
は
、
隊
務
総
合
施
策
の
一
環
と
し

て
作
業
開
始
前
の
時
間
を
利
用
し
曹
士
朝
礼
、
射
撃

予
習
、
特
殊
武
器
防
護
・
救
急
法
の
練
成
、
無
線
機
の

取
り
扱
い
、
器
材
・
車
両
の
整
備
要
領
、
車
両
運
行
に

関
す
る
教
育
等
各
種
教
育
・
訓
練
を
、
趣
向
を
凝
ら

し
て
実
施
し
た
。 

 

各
隊
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
任
務
を
自
覚
し
、
目
標
を

確
立
し
そ
れ
ら
を
着
実
に
実
行
、
同
行
支
援
を
行
っ

た
第
２
直
接
支
援
中
隊
を
含
む
整
備
隊
全
員
が
高
い

意
識
と
任
務
に
対
す
る
執
念
を
持
ち
任
務
に
邁
進
し
、

無
事
整
備
任
務
を
完
遂
し
た
。 

施設道砂防ダム浚渫整備(３０２坑中) 施設道維持整備(３９９施中) 

団長表彰 

本 管 中 堺 ２曹 

３９８施中 小山３曹 

３９９施中 浅野２曹 

４００施中 新岡２曹 

３０２坑中 吉村３曹 

整備隊長表彰 

本 管 中 宮川２曹 

本 管 中 及川士長 

３９８施中 清水２曹 

３９９施中 田中２曹 

３０２坑中 宿南３曹 

２ 直 支 中 渡辺士長 

旭ヶ丘宿営地整備(群段列) 整備隊長表彰 施設技術指導(施設技術指導班) 

第１戦車道RC堆積土除去・周辺整備(４００施中) 故障車両の野整備(２直支中) 

平
成
31
年
度
春
季
北
海
道
大
演
習
場
定
期
整
備 

団長表彰 



方面直轄部隊等を交えた担当者会同 洗濯物の受払い（補給・管理班） 
民間技術（ＢＳＣ工法）を取入れた施工 

             （３９９施中） 

溜めます浚渫整備（４００施中） 高射教育訓練場抜根等支援（３０２坑中） 特大型ダンプの野整備（２直支中） 

野外衛生指導（駐屯地業務隊） 団長現地指導 
現地指導の際油圧ショベルを操作する 

北部方面総監 

 

岩
見
沢
駐
屯
地
（司
令
・末
継
１
佐
）は
平
成
31
年
４
月
５
日
（金
）、
北
部
方
面
総
監
（田
浦
陸

将
）の
初
度
視
察
を
受
察
し
た
。 

 

駐
屯
地
到
着
後
、
儀
仗
隊
（隊
長
・久
保
３
尉
）
に
よ
る
儀
仗
で
総
監
を
出
迎
え
、
駐
屯
地
主
要

幹
部
に
よ
る
幹
部
挨
拶
後
、
状
況
報
告
を
行
い
駐
屯
地
の
現
況
を
把
握
し
て
い
た
だ
い
た
。
引
き

続
き
隊
内
巡
視
が
行
わ
れ
、
総
監
は
営
内
を
視
察
さ
れ
た
際
立
会
し
た
隊
員
一
人
ひ
と
り
に
声

を
か
け
ら
れ
、
隊
員
は
緊
張
し
な
が
ら
も
溌
剌
と
ご
下
問
に
答
え
て
い
た
。
ま
た
、
陶
芸
場
を
視

察
さ
れ
た
際
に
は
、
素
焼
き
の
皿
及
び
湯
呑
み
に
総
監
直
筆
に
よ
り
揮
毫
し
て
頂
い
た
。 

 

初
度
視
察
終
了
後
、
駐
屯
地
業
務
隊
が
隊
員
自
主
募
集
に
関
す
る
情
報
提
供
優
秀
部
隊
と

し
て
総
監
よ
り
第
３
級
賞
状
を
授
与
さ
れ
た
。 

 

今
回
の
受
察
を
資
と
し
、
駐
屯
地
司
令
を
核
心
と
し
隊
員
一
丸
と
な
り
更
な
る
部
隊
の
精
強

化
、
信
頼
さ
れ
る
駐
屯
地
を
目
指
し
精
進
し
て
い
く
。 

巡 閲 状況報告 

若年隊員を激励する総監 

隊内巡視 

素焼きの皿に揮毫する総監 業務隊表彰後の記念撮影 



 

岩
見
沢
駐
屯
地
（
司
令
・
末
継
１
佐
）は
平
成
31
年
４

月
９
日
（
火
）
～
11
日
（
木
）
の
間
、
岩
見
沢
駐
屯
地
及

び
孫
別
演
習
場
に
お
い
て
空
知
信
用
金
庫
の
新
規
採

用
職
員
及
び
及
川
産
業
㈱
の
新
入
社
員
10
名
（男
性
５

名
、
女
性
５
名
）
に
対
し
隊
内
生
活
体
験
を
実
施
し
た
。 

 

９
日
（
火
）
、
駐
屯
地
に
到
着
し
た
職
員
・
社
員
は
駐

屯
地
司
令
及
び
本
生
活
体
験
を
担
当
す
る
第
３
９
８

施
設
中
隊
長
（
勝
間
１
尉
）
か
ら
の
挨
拶
を
受
け
、
教

官
（
第
３
９
８
施
設
中
隊
・
織
田
２
曹
）
よ
り
本
生
活
体

験
の
概
要
説
明
及
び
要
員
の
紹
介
を
受
け
た
。
そ
の
後

期
間
中
着
用
す
る
被
服
を
受
領
し
迷
彩
服
に
着
替
え
、

自
衛
官
の
基
礎
で
あ
る
基
本
教
練
、
衛
生
科
隊
員
の
指

導
の
も
と
止
血
法
及
び
心
肺
蘇
生
法
の
実
習
を
行
い
、

露
営
体
験
と
し
て
宿
営
用
天
幕
を
構
築
し
た
。
夜
間
に

は
、
駐
屯
地
内
に
潜
む
偽
装
し
た
助
教
を
捜
索
し
偽
装

の
効
果
を
体
験
し
た
。 

 

10
日
（
水
）
、
駐
屯
地
及
び
孫
別
演
習
場
内
に
お
い
て

徒
歩
行
進
を
実
施
、
荷
物
の
入
っ
た
背
の
う
を
背
負
い

履
き
慣
れ
な
い
半
長
靴
で
の
行
進
で
あ
っ
た
が
、
互
い
に

励
ま
し
合
い
、
疲
労
の
顔
を
見
せ
る
事
無
く
全
員
笑
顔

で
約
10
ｋ
ｍ
を
完
歩
し
、
皆
で
達
成
感
を
味
わ
い
団
結

を
深
め
た
。
午
後
は
綱
（
ロ
ー
プ
）を
用
い
た
ロ
ー
プ
ワ
ー

ク
を
実
施
、
綱
の
扱
い
に
苦
労
し
つ
つ
も
教
官
達
の
丁

寧
な
指
導
に
よ
り
日
常
で
も
応
用
で
き
る
結
び
方
を

楽
し
み
な
が
ら
学
ん
で
い
た
。 

 

11
日
（木
）
、
本
生
活
体
験
の
記
念
と
し
て
駐
屯
地
陶

芸
場
に
お
い
て
湯
呑
み
を
作
製
、
陶
芸
部
長
（本
管
中
・

萩
生
田
曹
長
）
の
指
導
の
も
と
、
皆
思
い
思
い
の
作
品
を

作
り
上
げ
た
。 

 

３
日
間
の
生
活
体
験
を
終
え
た
職
員
・
社
員
は
、
「
日

常
生
活
で
は
経
験
で
き
な
い
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と

が
で
き
、
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
せ
た
。
こ
の
経
験
を

活
か
し
、
こ
れ
か
ら
社
会
人
と
し
て
頑
張
り
ま
す
。
」

「
団
体
行
動
・
協
同
生
活
を
通
し
、
同
期
の
絆
が
深
ま

り
チ
ー
ム
と
し
て
の
繋
が
り
を
感
じ
る
事
が
で
き
た
。

今
後
は
別
々
の
支
店
に
配
属
さ
れ
る
が
、
本
生
活
体
験

で
醸
成
し
た
絆
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
。
」
な
ど
と
感

想
を
述
べ
た
。 

 

駐
屯
地
は
、
新
規
採
用
職
員
及
び
新
入
社
員
に
対
し

本
生
活
体
験
を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
、
社
会
人
と
し

て
の
資
質
の
涵
養
、
自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
の
獲
得
及

び
職
員
同
士
の
団
結
の
強
化
、
絆
の
醸
成
に
寄
与
し
た
。 

 

隊 内 生 活 体 験 

和やかな雰囲気の中孫別演習場内を行進 (１０日) 

基本教練 (１７日) 

迷彩に着替える職員・社員 (９日) 

天幕露営 (１７日) 

行進訓練後笑顔で記念撮影 (１８日) 

ほふく前進の要領 (１８日) 

応急救護実習 (１８日) 

離隊前の記念撮影(１１日) 

ゴールを目前にしても明るい表情の職員・社員 (１０日) 

駐屯地司令挨拶 (９日) 

担任中隊長挨拶 (９日) 

教官による概況説明(９日) 

基本教練(９日) 

止血法及び心肺蘇生法の実習(９日) 

構築した宿営用天幕内で休憩(９日) 

ロープワーク実習(１０日) 

湯呑みの作製(１１日) 



 

札
幌
地
方
隊
友
会
岩
見
沢
支
部
は
新
緑
の
好

天
に
恵
ま
れ
た
５
月
25
日(

土)

、
市
内
の
サ
ン
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
総
会
出
席
46
名
、
委
任

86
名
の
合
計
１
３
２
名
の
会
員
参
加
の
下
に
令
和

元
年
度
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

総
会
は
国
歌
斉
唱
、
物
故
会
員
へ
の
黙
祷
、
藤

原
支
部
長
の
挨
拶
の
後
、
30
年
度
事
業
（
会
計
決

算
）報
告
、
元
年
度
事
業
計
画
（
会
計
予
算
）
案
に

つ
い
て
事
務
局
よ
り
担
当
役
員
か
ら
報
告
説
明
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
出
席
会
員
一
同
約
１
時
間
に
わ

た
る
真
剣
な
審
議
の
結
果
、
全
議
案
原
案
通
り

承
認
・決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

総
会
の
最
後
に
は
支
部
入
会
後
５
年
間
に
わ
た

り
支
部
活
動
に
功
労
の
あ
っ
た
９
名
の
会
員
へ
支

部
長
よ
り
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

隊 友 会 だ よ り 

司
令 

末
継
１
佐
、
業
務
隊
長 

上
田
２
佐
他
、
駐
屯
地
の

指
揮
官
・
幕
僚
・
事
務
官
・
先
任
上
級
曹
長
等
の
28
名
、
合

計
78
名
の
参
列
を
得
て
盛
会
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

 

来
賓
の
祝
辞
等
の
中
で
は
、
平
素
か
ら
自
衛
隊
と
市
民
の

掛
け
橋
と
し
て
地
道
に
活
動
を
続
け
る
隊
友
会
支
部
会

員
へ
の
期
待
と
感
謝
の
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
祝
宴
の
各

テ
ー
ブ
ル
で
は
会
員
と
現
職
と
の
間
で
生
活
や
仕
事
上
の

悩
み
相
談
な
ど
の
会
話
で
非
常
に
盛
り
上
が
っ
た
状
況
が

見
ら
れ
ま
し
た
。 

 

最
後
に
会
員
と
岩
見
沢
駐
屯
部
隊
、
来
賓
の
方
々
と
も

に
令
和
の
新
し
い
時
代
に
お
い
て
益
々
の
健
勝
と
活
躍
を

誓
い
合
い
業
務
隊
長
に
よ
る
万
歳
三
唱
を
も
っ
て
終
了
し

ま
し
た
。 

令
和
元
年
度
支
部
定
期
総
会
と
懇
親
会
の
開
催 

審議に熱中する会員 

 

総
会
終
了
後
は
恒
例
に
よ
り
懇
親
会
を
実
施
し

ま
し
た
。
会
員
42
名
、
部
外
か
ら
は
松
野
岩
見
沢

市
長
、
渡
辺
衆
議
院
議
員
、
市
議
会
議
員
３
名

（支
部
特
別
会
員
）、
雇
用
協
専
務
理
事
、
募
集
相

談
員
会
長
、
広
報
紙
ス
ポ
ン
サ
ー
代
表
、
岩
見
沢

駐
屯
地
か
ら
は
第
12
施
設
群
長
兼
ね
て
駐
屯
地

史 

一部役員を除く参加者集合写真 

募 集 種 目 受験資格 受付期間 試 験 期 日 

一般曹候補生 
１８歳以上 

３３歳未満の男女 
９月６日締切り 

１次：９月２０日～２２日  （内１日） 
２次：１０月１１日～１６日 （内１日） 

第２回自衛官候補生 

（任期制自衛官） 

１８歳以上 

３３歳未満の男女 
８月２３日締切り 

男子：８月２９日～９月１日（内１日） 
女子：８月３０日～３１日  （内１日） 

第３回自衛官候補生 

（任期制自衛官） 

１８歳以上 

３３歳未満の男女 
９月１２日締切り 

男子：９月２５日～３０日 （内１日） 
女子：９月２７日～２８日 （内１日） 

自衛官採用 

自衛隊札幌地方協力本部岩見沢地域事務所 
電話 ０１２６－２３－５５１４ 

お問い合わせは 



省エネ・節電のスペシャリスト 

岩見沢市３条西２丁目ＮＣＣビル４Ｆ店 主 平 井 
0126-(22)-8873 

飲み放題 3000円 （５名様から） 

北の国から 

SNACK 

代表取締役 

0126-22-5871 

岩見沢市有明町南１番地１４ 

多彩な催しにご利用いただける施設です。 

株式会社 振興いわみざわ 

代表取締役 北市 宗三 

お気軽にお電話ください。 

株式会社 振興いわみざわ 

代表取締役 千 葉 賢 司 

Tokkyu
物流・・・・
それは“まごころ”のネットワーク
本社 〒068-0115 岩見沢市栗沢町最上498-9
TEL 0126-45-2792 FAX 0126-45-3053

h t t p : / / w w w . t o k k y u - g r o u p . j p

（札幌／札幌北／苫小牧／東北／関東／中部）（札幌／札幌北／苫小牧／仙台／福島／関東／中部／大阪） 

ＮＮＣ 

岩見沢駐屯地ホームページ 
 

 昭和２８年から現在までの歴史や広報紙、部隊の訓練やイベント情報などを随時更新しています！ 
  

ぜひ、ご覧ください！ 

岩見沢駐屯地 検索 

松 浦  淳 一 
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３０２坑中 宿南３曹 
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駐屯地業務隊 
曹長 多田 正樹 
（５月１９日付） 
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お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
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３９８施中 大井３曹 
長女 心晴（こはる）ちゃん 

Ｒ１．６．１３生 

群本部 津田２尉 
妻 有祐美（あゆみ）さん 

Ｒ１．５．３入籍 

３０２坑中 鎌田３曹 
長女 寧夢（ねむ）ちゃん 

Ｈ３１．４．２６生 

３０２坑中 石川士長 
妻 玲奈（れいな）さん 
Ｒ１．５．１入籍 


